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東京電力パワーグリッド株式会社

電気事業を取り巻く環境変化と
電力需給ひっ迫が起きやすくなった背景
及び安定供給確保に向けた取り組み状況
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本日のご説明内容
2

◼電気事業を取り巻く環境変化と需給ひっ迫が起きやすくなった背景

◼最近の需給ひっ迫状況（6月）

◼今冬の需給見通し

◼安定供給確保ための取り組み状況



無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社
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電気事業を取り巻く環境変化と需給ひっ迫が起きやすくなった背景
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なぜ頻繁に需給ひっ迫となるのか・・・ 2022年は複合要因が発現
4

被災電源（6スライド参照）

◼ 2022年3月16日の福島県沖地震により、東北・
東京エリアの一部の大型ベース電源が停止継続

厳しい気象（5スライド参照）

◼ 季節外れの厳しい気象が発現（３月下旬の寒
波、６月下旬のカラ梅雨・猛暑）

◼ 猛暑による住宅用の需要増（8月１～３日は
10年に一度の猛暑を想定した需要を上回る高需
要が発生(在宅率の影響の可能性)）

需給構造（7～9スライド参照）

◼ 再エネ導入の急速拡大等により収益の不確実性が
増す中で、発電事業者は、不採算、低稼働電源を
休廃止。

◼ 卸電力市場でのkWh取引量は拡大したものの、不
透明な需要見通しによる燃料調達不足

◼ 太陽光発電の気象による出力変動により揚水発電
の上池貯水量(蓄電量)が不足し、運用がタイト化

社会情勢（10～１2スライド参照）

◼ ウクライナ情勢・円安による火力燃料・卸電力市場
価格高騰、小売経営圧迫

◼ 小売電気事業者は、自らの想定需要に見合った電
気を市場等から調達する「同時同量」が原則のとこ
ろ、上記によるインバランス補給量増、小売破綻に
よる最終保障供給増で調整力喪失
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◼ 今年（冬季・夏季）は、供給計画における最大３日平均需要想定（Ｈ３需要想定）及び１０年に
１度の厳しい気象条件の需要（Ｈ１需要想定）を上回る需要実績が度々発生。

◼ 至近では、６月は、Ｈ３需要想定を1,142万kW上回る5,346万kWを記録、８月は、Ｈ１需要想
定を178万kW上回る5,930万kW、Ｈ３を475万kW上回る5,854万kWを記録。

2022年の最大需要実績（想定と実績）

2022年 指標
想定値

（年間計画時点）
実績値 実績－想定

最大発生日
気象（東京）

１月
厳気象Ｈ１ 5,332 5,374（1/6） +42 最低-1.7℃

曇後雪最大３日平均 4,773 5,180 +407

３月
厳気象Ｈ１ － 4,534（3/22） － 最低1.2℃

雨一時みぞれ最大３日平均 4,640※ 4,430 -210

６月
厳気象Ｈ１ － 5,487 (6/30) － 最高36.4℃

薄曇後晴
最大３日平均 4,204 5,346 +1,142

８月
厳気象Ｈ１ 5,752 5,930（8/2） +178 最高35.9℃

薄曇一時晴最大３日平均 5,379 5,854 +475

厳しい気象

※ 3月H3想定需要は「3月前半」を対象とした値
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3/16地震以降の電源計画外停止状況
6

◼ 3/16の福島県沖地震により、東北・東京エリアの電源設備量が約650万kW停止

◼ 今もなお被災により停止継続しているベース電源として、相馬共同火力新地１号（100万kW・
2022.10.31まで停止継続予定）、新地２号（100万kW・2023.1.13まで停止継続予定）がある
。

4/12電力・ガス基本政策小委資料

相馬共同火力
新地１号は
2022.10.31まで

停止、新地２号
は2023.1.13ま
で停止継続

被災電源
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再エネ導入状況、電源構成
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◼ 2012以降、太陽光および風力の連系が増加し、年平均伸び率は31％程度（設備量ベース）

◼ 太陽光・風力の発電電力量シェアは約14%、設備容量シェアは23％

再エネ導入状況 電力需給の現状（2020年度）

需給構造
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火力設備の新設・廃止の推移

◼ 近年の火力設備量の増減は、「廃止」が「新設」を上回って推移しており、この傾向は拡大傾向。特に、燃
料バッファを担ってきた石油火力は、不採算、低稼働により休廃止となり、燃料バッファはLNGに集中化

需給構造

出典；2022.10.17 第54回電力・ガス基本政策小委員会
火力供給力(kW)の増減見通し
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冬季における太陽光出力の変動と需給運用
9

◼ 冬季降雪日の特徴として、高め需要かつ太陽光低出力（冬季晴れ日は、低め需要かつ太陽光高出力）

⇒ 揚水発電の１日の発電可能量：約9,000万kWh（満水時）

太陽光の１日の発電量：約9,000～1,000万kWhと変化

2022.1.6(木) 雪（冬季最大電力記録）

最大需要:  5,374万kW

太陽光

揚水
動力 揚水発電

火力発電 他

2022.2.24(木) 晴

最大需要:  4,659万kW

揚水
動力 太陽光

揚水
動力

火力発電 他

水力発電

揚水発電

(万kW) (万kW)

天候(太陽光)の変化により、
需給状況が大きく変化

84% 100%
77%

朝 夕方 深夜
100%
満水

17%

朝 夜昼
揚水発電

上池貯水量

需給構造
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燃料・卸電力取引市場価格の推移
10

7/26 制度設計専門会合資料

◼ 国際情勢の緊迫で火力燃料価格は高騰。国内の卸電力市場価格もこれに連動。

社会情勢
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一般送配電事業者による最終保障供給（“電力難民“）の推移
11

10/5電力・ガス取引監視等委員会資料

社会情勢



無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社

12

◼ 今年度に入り、最終保障供給量が増加。更に高需要時には、バランシンググループの不足インバランス
量が増加し、送配電エリア全体の需給運用がひっ迫。

※需要上振れ（水色）・
下振れ（赤色）は、
当日朝時点のＰＧ想定
に対する実績の振れ

需給ひっ迫日の状況

BG需要最終計画＜BG需要実績＜エリア需要実績

エリア需要実績

ＢＧ需要実績(黄色)

ＢＧ需要最終計画(ピンク）

LR供給等

不足インバランス供給

需給ひっ迫日の小売バランシンググループ需要と送配電エリア需要
社会情勢
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最近の需給ひっ迫状況

２０２２年３月１６～２２日
福島県沖地震を起因としたベース電源の喪失と季節外れの寒波

13
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3/16地震発生時の周波数低下防止装置（ＵＦＲ）動作における影響
14

◼ 3/16(水)23時36分頃の福島県沖地震発生により、多くの電源が停止したことで電力の需要と供給のバラ
ンスが保てず、周波数が低下し、一部地域への送電を自動停止（UFR動作）

✓ 地震発生時の電源脱落量：約518万kW[地震時出力未確定]（東北・東京エリア合計）

✓ 周波数低下:50.05→48.43Hz（▲1.62Hz）FC EPPS※2動作:約63万kW受電

✓ 北本緊急時AFC ※2動作:約4万kW受電

✓ UFR動作等 停電量:約250万kW 停電軒数:約210万軒

※2022/3/16  23:44時点停電軒数

都県 最大停電軒数

栃木県 約12万軒

群馬県 約8万軒

茨城県 約22万軒

埼玉県 約30万軒

千葉県 約22万軒

東京都 約70万軒

神奈川県 約31万軒

山梨県 約12万軒

静岡県 約3万軒

全域 約210万軒

50Hz周波数状況

※1 UFR：周波数低下リレー
※2 緊急融通制御装置。交直変換設備における自動的に電力を受給する装置

4/12電力・ガス基本政策小委資料
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ＵＦＲ動作後の停電復旧
15

◼ 昨年2月の同様な地震発生時のUFR動作後の対応の反省を踏まえ、深夜帯の供給力に余力があること、
翌日3/17(金)の需給に余力があることを踏まえて、早期に送電開始

◼ 手順やツールの整備、情報共有の強化等により昨年の福島沖地震と比較し早期に送電復旧

◼ 供給力確保については、EPPS・緊急時AFC※1、揚水発電の稼働ならびに火力発電の出力増により対応
※1緊急融通制御装置。交直変換設備における自動的に電力を受給する装置

UFR動作等からの復旧
供給力確保状況

0分

70分

149分

✓ EPPS動作（第1～4段）
✓北本緊急時AFC動作
計 約631MW

✓揚水発電の稼働（6台）
最大990MW

✓火力発電出力増（44台）
最大2950MW※2

（送電復旧）

（送電開始）

※2 地震による電源脱落の不足分も含む

【MW】

2,460 MW (供給支障)

1,527 MW (供給支障)

70分(送電開始)

118分(送電開始)

149分(送電復旧)

188分(送電復旧)

【分】

UFR動作等(供給支障発生)

１

２

１

１

２

4/12電力・ガス基本政策小委資料
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3/22 危機的な需給ひっ迫
16

◼ 震災４日後の3/22は、ベース電源が喪失した状況のなか、寒波により危機的な需給ひっ迫。
◼ 火力発電所の出力増加、自家発の焚き増し、他エリアからの電力融通などの発動可能な全ての追加供給力

対策を実施。
◼ 上記を実施してもなお、揚水発電の貯水量(kWh)が枯渇する見通しとなり、「需給ひっ迫警報」が発令され

経産大臣から節電の要請を実施、需要が大きく減少し、大規模な停電を回避

引用；ＮＨＫオンライン
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3/22当日の節電呼びかけによる需要減少 17

7/20基本政策小委資料

需要ピーク時で
約１０％の需要減（前日想定比）

◼ 前日（3/21 16時時点）想定値の需要電力と実績需要電力との差分を確認。
• 傾向としては、経産大臣から2度目の要請があった、15時以降に減少量が拡大。
• 前日想定との差が最も大きくなった18時における実績は、前日想定値と比較し510万kW減少。

※前日想定時点の予報気温と実績気温との差分影響等が含まれる
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最近の需給ひっ迫状況

２０２２年６月２７日～７月１日
夏季に向けた電源補修停止と記録的猛暑

18
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６月需給ひっ迫の概況
19

◼ 関東甲信越地方は６月に記録的な猛暑となった。

◼ 6/27の週は、東日本大震災以降の６月最大需要4,727万kW（2018/6/29）を510万kW～760万
kW上回る需要が連日発生（6/30は5,487万kW、翌7/1は更に59万kW高い 5,546万kWを記録）

順位 日付
最大需要 東京天気

時刻 万kW 最高気温 ℃ 平均気温 ℃

1 2022年6月30日 14～15時 5,487 36.4 30.8

2 2022年6月29日 13～14時 5,296 35.4 29.4

3 2022年6月27日 13～14時 5,254 35.7 29.5

4 2022年6月28日 14～15時 5,238 35.1 29.2

5 2018年6月29日 14～15時 4,727 32.9 28.3

東日本大震災以降の６月の最大需要電力のランキング

2018年6月29日（東日本大震災以降の６月既往最大）

6月最大需要の日毎の推移 今回ひっ迫

今
回
需
給
ひ
っ
迫

無断複製・開示禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2022.7

7/20基本政策小委資料
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電源等の補修停止状況
20

◼ 3月や6月の端境期における発電所の補修点検に伴う供給力減少。高需要期における供給力不足を回避
するために、電源等は基本的に6月までに補修停止を実施

夏季高需要期に向けて
計画的に補修量減少

（主に調整電源を対象）

今回需給ひっ迫
（6/27～7/1）

6/27～7/1は
500万kW程度の補修停止
(当初計画は+100万kWであったが
一部補修計画の見直しを実施)

7/20基本政策小委資料
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【参考】３月需給ひっ迫と６月の需給ひっ迫の比較
21

◼ 冬季型需給ひっ迫の3/22は高需要・太陽光低出力により、揚水発電の上池の水切れ懸念（kWh不足）

◼ 夏季型需給ひっ迫の6/28は高需要・太陽光高出力であるものの、日没時間帯の供給力不足（kW不足）

最大需要 需要日量 太陽光最大 太陽光日量 揚水発電使用量 揚水発電稼働

3/22（火） 4,534（13時） 8.9億kWh 174万kW 1189万kWh 5,966万kWh 592万kW(12時）

6/28（火） 5,238（14時） 9.7億kWh 1,346万kW 10,709万kWh 4,692万kWh 730万kW（17時）

差分 ＋704万kWh ＋0.8億kWh ＋1,172万kW ＋9,520万kWh ▲1,274万kWh ＋138万kW

太陽光

揚水
動力 揚水発電

（設備量不足）

火力発電 他

太陽光

揚水
動力

揚水発電
（水切れ懸念）

火力発電 他

3/22 6/28
翌日までの

kWhが足りない

日没前後のKWが
足りない

最大需要: 4,534万kW
最大需要:  5,238万kW
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【参考】最大需要の前日夕方想定と実績
22

◼ ６月としては異例の猛暑となり、気象条件が類似する実績が少なく、前日想定需要（システムによる想定）
に対し、当日の需要実績が上下にブレ

6/27 6/28 6/29 6/30 7/1

前日想定 5,174 5,226 5,411 5,619 5,480

当日実績 5,254 5,238 5,296 5,487 5,546

差分 +80 +10 ▲115 ▲132 +66

最大需要の前日夕方想定と実績の比較（1時間値）

前年6月は
31℃を上回
る実績なし

今年6月は
連日35℃超

(万kW)

(エリア需要万kW)

(℃)

7/20基本政策小委資料
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【参考】情報発信の新たな仕組み（ひっ迫準備情報・注意報）
23

◼ ３月の東京・東北の需給ひっ迫時の情報発信に関する課題を踏まえて、前々日段階から、予備率に応じて
、「需給ひっ迫準備情報」「需給ひっ迫注意報」「需給ひっ迫警報」を発出する仕組みを国と構築



無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社

24

今冬の需給見通し
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25

◼ 電源の補修計画の変更やkW公募の落札結果等を反映した厳寒H1需要に対する1月,2月の予備
率はそれぞれ4.1%, 4.9%。

◼ 冬季に向けた需給変動リスクを考慮すると、依然として厳しい見通し

主な需給変動リスク 需給バランスに織り込まれていない期待量

➢ 厳気象Ｈ１想定需要に対し上振れするリスク
➢ 燃料調達リスク

※サハリン欠落、フリーポート再開遅延リスクに対する追加

調達を実施
➢ 連日の高需要と太陽光減で、揚水発電上池の水切

れ（供給電力量の不足）リスク

➢ JERA姉崎新1,2号、新横須賀1号（各65万
kW）の試運転

➢ 石炭ガス化複合発電プラント（IGCC実証試験
機：2機計107万kW）の運転

➢ 節電キャンペーン期待量（約20億kWh）

2022年度 12月 1月 2月 3月

厳気象H1需要 4,530 5,443 5,443 4,544

広域予備率
（公募前・6/30時点） 7.8 1.5 1.6 10.1

広域予備率
（公募後・9/15時点） 9.2 4.1 4.9 11.5

※1 kW公募で非落札となった電源 (姉崎6号) を含んだ予備率

今冬の需給見通し(9/15時点)
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26今冬・来年度の需給見通し(9/15時点)

【現時点】
冬季の需給見通しの推移

【６月時点】【４月時点】

※2022年09月15日 電力・ガス基本政策小委員会
資料3-2 「電力需給対策について」 抜粋

（参考）２０２３年度の冬季の需給見通し

◼ 補修計画の変更、追加供給力公募（kW公募、kWh公募）により、厳気象H1需要に対する予備率は徐々に改善。
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27

安定供給確保ための取り組み状況
（ＰＧ系統運用部門関連）
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28需給見通し3日先ローリング(8月から開始)

◼今年6月最終週の需給状況が週間見通しから大きく変化したことを踏まえ、その対応と
して、最新の気象予報に基づいた週間見通しの変化状況(3日先ローリング)を「でんき
予報」に公表開始。

◼需給が厳しい場合には、NSC経由でBGにPush型の「周知」を実施。
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29

◼今夏から、Yahoo!、アプリ「SmartNews」、東京都等がでんき予報内の公開データを
活用し、各所でコンテンツを制作し情報連携を実施。

他社と連携した需給情報の発信の取り組み
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30

◼夏季対策期間中は毎週金曜日に、４者(気象庁、エネ庁、広域機関、東電PG)での
情報共有会議を実施。

◼気象情報と電力需給の見通しを併せて毎週記者向けの情報発信も実施（翌週見通
しのブリーフィング実施）。

気象庁等との連携
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太陽光発電予測精度向上への取り組み
31

◼ 太陽光導入拡大により、気象による太陽光発電出力の変動量が大きく、需給バランスの確保が困難化。

◼ 太陽光発電出力の予測精度向上が課題であり、500ｍメッシュ単位での気象情報（日射量予測）と太陽
光設備分布等を組み合わせて太陽光発電出力を予測。
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32需給ひっ迫時の追加供給力対策の実施
◼ 需給ひっ迫時には、各種追加供給力対策の実施順序に基づき、予備率に応じて実施判断していく。

※2022年09月15日 電
力・ガス基本政策小委員
会 資料3-2 「電力需給
対策について」 抜粋
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33今冬に向けた電力需給対策

◼今冬に向けて、国、広域機関、TSO、発電事業者と連携し、需給両
面であらゆる対策を準備していく。

2022.11.1電力需給に関する検討会合
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34

以降，参考
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35
ひっ迫日の節電のご協力の状況（3月22日） 「kWh」

◼ 3月22日の節電量は計3,149万kWhであり、1日を通じて３％の節電率となっていた。

◼ 節電率が最も高かったのは特別高圧産業用で7%の節電率であり、節電量が最も大きかったのは低
圧電灯で節電量の約半分を占めていた。
※更なる節電を要請した15時以降、22日中の停電回避を発表した21時までの間の節電率は6%。

◼ 特別高圧産業用は、DRの発動や電気事業者から個別に要請があったことから節電率が高かったと考えられる。低圧電灯は絶対
量が大きいことや、当日の低気温で暖房需要の節電が可能であったことから、強力な節電要請等により節電が進んだと考えられる。

※2022年05月17日 電力・ガス基本政策小委員会 資料5-1 「2022年3月の東日本における電力需給ひっ迫に係る検証について」 抜粋
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36
ひっ迫日の節電のご協力の状況（6月27日～30日、7月1日） 「kWh」

◼ 6月27日～30日の昼間時間帯（8時～22時）の節電量（推計）は、約5,400万kWh、節電率

約2％

◼ 内訳では、ご家庭用等の低圧で節電率が4％と最も高く全体節電量の約7割を占めた

◼ この4日間のうち、27日（月）が最も大きい節電量

※2022年09月15日 電力・ガス基本政策小委員会 資料3-2 「電力需給対策について」 抜粋


